
　

イ
ン
ド
経
済
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て

い
る
。
か
つ
て「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
成
長
率
」

と
揶
揄
さ
れ
た
停
滞
し
た
経
済
は
、
一

九
八
〇
年
代
に
年
平
均
五
％
を
越
え
る

安
定
し
た
成
長
軌
道
に
乗
り
、
第
一
〇

次
五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
二
／
〇
三
〜

〇
六
／
〇
七
年
度
）
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
七
・
九
％
を
達
成
し
た
。
世
界

金
融
危
機
の
影
響
な
ど
か
ら
二
〇
〇
八

／
〇
九
年
度
以
降
は
や
や
成
長
が
減
速

し
た
も
の
の
、
二
〇
一
〇
／
一
一
年
度

の
成
長
率
は
八
・
六
％
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
世
界
第
二
の
人
口
（
約
一

一
・
七
億
人
）
を
抱
え
る
巨
大
消
費
者

市
場
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
は
世
界
の
熱

い
視
線
を
浴
び
て
い
る
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ド
は
い
ま
だ
に
世
界

最
大
の
貧
困
人
口
を
抱
え
る
国
で
も
あ

る
。
昨
今
の
高
い
経
済
成
長
の
陰
で
成

長
の
恩
恵
を
受
け
た
地
域
、
階
層
と
取

り
残
さ
れ
た
地
域
、
階
層
と
の
格
差
問

題
は
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
経
済
成

長
に
と
も
な
い
一
人
当
た
り
所
得
の
高

い
伸
び
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
貧
困

削
減
の
ス
ピ
ー
ド
は
鈍
化
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
（
図
1
）。
ま
た
、
一
九
八

〇
／
八
一
年
度
と
二
〇
〇
七
／
〇
八
年

度
の
主
要
州
の
一
人
当
た
り
純
州
内
生

産
を
み
る
と
、
低
所
得
州
が
ま
す
ま
す

成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
状
況
が

浮
か
び
上
が
る
（
図
2
）。
こ
う
し
た

国
内
格
差
は
、
所
得
、
消
費
な
ど
の
経

済
格
差
の
み
な
ら
ず
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
国
民
会
議
派
を
中
心
と
す
る

マ
ン
モ
ー
ハ
ン
・
シ
ン
統
一
進
歩
連
合

政
権
は
成
長
と
格
差
是
正
を
目
指
す

「
包
括
的
成
長
」（Inclusive Grow

th

）

を
掲
げ
、
経
済
社
会
分
野
の
格
差
是
正

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
取
り

残
さ
れ
た
地
域
で
は
経
済
社
会
的
不
平

等
に
不
満
を
持
つ
極
左
組
織
に
よ
る
テ

ロ
活
動
が
増
加
し
、
昨
今
の
最
重
要
内

政
課
題
で
あ
る
治
安
対
策
の
背
景
の
ひ

と
つ
と
も
な
っ
て
い
る
。
経
済
成
長
が

イ
ン
ド
の
光
だ
と
す
れ
ば
、
国
内
格
差

問
題
は
そ
の
影
と
し
て
、
現
在
だ
け
で

な
く
将
来
に
わ
た
っ
て
政
治
、
経
済
、

社
会
の
足
を
引
っ
張
り
か
ね
な
い
重
要

な
問
題
な
の
で
あ
る
。

●「
包
括
的
成
長
」
と
は

　
「
包
括
的
成
長
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
現
在
の
第
一
一
次
五
カ
年
計
画

（
二
〇
〇
七
／
〇
八
〜
一
一
／
一
二
年

度
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ペ
ー
パ
ー
で

初
め
て
公
文
書
に
登
場
し
た
。そ
れ
は
、

成
長
の
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
な
く
そ
の
過

程
が
重
視
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
包
括
的

な
側
面
を
含
ん
だ
過
去
の
開
発
戦
略
と

は
異
な
る
戦
略
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
。
与
党
が
毎
年
国
民
向
け
に
政
策

実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
報
告
書
で
初
め

て
包
括
的
成
長
に
つ
い
て
触
れ
た
二
〇

〇
七
年
版
で
は
、
農
村
部
、
農
民
、
農

村
雇
用
、
教
育
、
保
健
、
都
市
貧
困
層
、

指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
、
後
進
諸

階
級
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
女
性
、
子
供
、

後
進
州
が
包
括
的
成
長
戦
略
の
主
要
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
問
題
は
包
括
的
成
長
が

経
済
、
社
会
開
発
が
重
視
さ
れ
る
政
策

の
な
か
で
非
常
に
広
範
で
曖
昧
な
目
標

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
な
い
。
格

差
拡
大
の
要
因
が
十
分
に
検
証
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ

う
に
「
包
括
的
成
長
」
が
達
成
さ
れ
る

の
か
、
具
体
的
な
道
筋
を
読
み
取
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。

●「
包
括
的
成
長
」
の
特
徴

　

初
代
ネ
ル
ー
首
相
が
「
社
会
主
義
型

社
会
」
を
国
家
建
設
の
理
念
と
し
て
以

来
、
イ
ン
ド
は
成
長
と
公
正
の
両
立
を

目
指
す
開
発
戦
略
を
採
っ
て
き
た
。
し

か
し
計
画
経
済
時
代
、
経
済
成
長
は
停

滞
し
、
不
平
等
の
是
正
も
十
分
に
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
現

政
権
の
包
括
的
成
長
戦
略
も
、
基
本
的

な
理
念
は
過
去
の
戦
略
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
戦
略
を
取
り

巻
く
政
治
、
経
済
環
境
は
一
九
八
〇
年

代
ま
で
の
計
画
経
済
時
代
か
ら
確
実
に

変
化
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
包
括
的
成
長
を
最
も
必

要
と
す
る
後
進
的
な
州
で
中
低
位
カ
ー

イ
ン
ド

い
る
。 包

括
的
成
長
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
イ
ン
ド
の
挑
戦

辻
田
祐
子

特
集
に
あ
た
っ
て
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ス
ト
を
支
持
基
盤
と
す
る
政
党
が
台
頭

し
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
自
治
選
挙
で
も

低
カ
ー
ス
ト
へ
の
議
席
留
保
が
実
施
さ

れ
、
伝
統
的
な
経
済
社
会
階
層
構
造
に

も
徐
々
に
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
一
九
九
一
年
以
降
の
本
格

的
な
経
済
自
由
化
の
下
で
の
包
括
的
成

長
は
、
市
場
経
済
の
枠
組
み
の
な
か
で

の
戦
略
で
あ
る
。
公
共
財
や
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
に
お
い
て
も
民
間
部
門
や
官
民

に

よ

る

連

携
（Public Private 

Partnership

）
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

経
済
成
長
に
と
も
な
う
税
収
の
伸
び
な

ど
に
よ
っ
て
歳
入
が
増
加
し
、
弱
者
保

護
の
た
め
の
大
規
模
な
予
算
の
裏
付
け

が
整
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か

し
、
全
州
レ
ベ
ル
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
、
総

歳
出
比
の
開
発
支
出
や
社
会
支
出
は
ほ

と
ん
ど
伸
び
て
い
な
い
。
財
政
赤
字
の

抑
制
だ
け
で
な
く
、
旺
盛
な
民
間
部
門

の
投
資
に
さ
ら
な
る
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
包
括
的
成
長
に
向
け
て

　

イ
ン
ド
は
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
農

村
部
の
貧
困
削
減
に
本
格
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
打
ち
出
し
、
一
九
九
〇
年
代

以
降
は
地
方
分
権
化
に
よ
る
末
端
自
治

組
織
の
強
化
、
さ
ら
に
近
年
に
は
貧
困

削
減
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ

た
っ
て
専
門
担
当
組
織
の
新
設
、
受
益

者
へ
の
振
り
込
み
制
度
な
ど
の
革
新
的

な
試
み
も
実
施
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

公
共
投
資
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
草
の

根
レ
ベ
ル
で
の
既
存
の
権
力
構
造
を
反

映
し
て
分
配
さ
れ
て
お
り
、
経
済
社
会

格
差
を
ま
す
ま
す
拡
大
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。
包
括
性
を

草
の
根
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
達
成
し

て
い
く
の
か
、公
的
部
門
の
み
な
ら
ず
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
部
門
に
も
共
通
す
る
大

き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
特
集
は
、
急
成
長
す
る
イ
ン
ド
経

済
の
陰
で
拡
大
す
る
国
内
格
差
問
題
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
分
野
に
も
地
域
、
経
済
社

会
階
層
間
の
構
造
的
な
格
差
が
存
在
す

る
。
い
ま
や
購
買
力
平
価
で
換
算
す
る

と
米
国
、
中
国
、
日
本
に
次
い
で
世
界

第
四
位
の
経
済
規
模
（
二
〇
〇
九
年
）

を
持
つ
イ
ン
ド
経
済
の
安
定
し
た
成
長

は
、
イ
ン
ド
の
長
期
的
課
題
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
を
含
む
世
界
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
本
特
集
が
イ
ン
ド
経
済
の
抱

え
る
ひ
と
つ
の
大
き
な
課
題
の
理
解
に

つ
な
が
る
と
幸
い
で
あ
る
。
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図2　主要州の一人当たり純州内生産（NSDP）
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（注） アーンドラ・プラデーシュ（AP）、アッサム（AS）、ビハー
ル（BH）、グジャラート（GJ）、ハリヤーナー（HY）、カ
ルナータカ（KA）、ケーララ（KE）、マディヤ・プラデーシュ
（MP）、マハーラーシュトラ（MH）、オリッサ（OR）、パ
ンジャーブ（PJ）、ラージャスターン（RJ）、タミル・ナー
ドゥ（TN）、ウッタル・プラデーシュ（UP）、西ベンガル
（WB）。縦・横線はインド平均。GJ、MP、MH、WBは
2006/07年度値。

（出所） Government of India, Ministry of Finance, Economic 
Survey 1999-2000 and 2009-10.

図1　一人当たり所得と貧困者比率の推移
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（注） 貧困者比率は、全人口に占める貧困線以下人口の割合。
1999/2000年度の貧困者比率は、調査方法の変更によっ
てそれ以前の数値とは厳密には比較できない。2004/05
年度の貧困者比率は、異なる調査方法に基づき2つの数値
（21.80％と27.50％）が発表されている。1人当たり所得
は1人当たりGDPで代用。

（出所） Indiastat database (www.indiastat.com); Reserve Bank 
of India (2010) Handbook of Statistics on Indian Economy.
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